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トムラソーティング 選別機

廃棄物センサー選別機のパイオニア
X線金属成分分析器

日本語対応した
三洋オリジナル判別プログラム

金属分析チーム

エックスメット
X-MET8000
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http://www.tech-del.jp/

スクラップ モニター
Radioactive Isotope Monitor
スクラップ モニター
Radioactive Isotope Monitor

株式会社 テック・デル

信頼の納入実績（北海道から沖縄まで全国に260台）
●様々なニーズに対応した機種を取り揃え
　放射線では最も厳しい管理を行っているＮＳＳＣをはじめ高炉メーカーや大手特殊鋼、鉄スクラップ関連企業に納入。
　最近では公共港湾関連や福島県での環境省関連設備への納品も増加しています。

●ゲート式スクラップ放射線モニターの特徴
　１）検知能力その他基本はそのままにお客様の様々な設置条件に応じて形状や使用条件等お客様の様々なニーズに対応いたしております。
　２）全国をカバーするメンテナンス体制でいかなる状況にも即応いたします。

●全国をカバーするサービス体制と検知精度自動維持及び故障対応ソフトを搭載
　１）高い技術力を持った全国各地の代理店により故障発生時には状況によっては当日或いは翌日に対応可能です。
　　また故障状況によっては装置を停止せずに故障対応を待つバックアップソフトを搭載しています。
　２）長年の校正試験によって蓄積したデータから、シンチレーター経年劣化による検知精度の低下を自動的に修正することにより、
　　校正試験の回数を減らすことが可能となったことで維持コストの削減と検知精度の長時間維持を実現。

〝ワケル技術〟で金属リサイクルをサポート
非鉄スクラップ用
はさみ式切断機

雑線国内処理
の切り札

更に使い易さ向上
新型剥線機

HAS250型油圧式
アリゲーターシャーリング

WN-2400型（中型）
湿式ナゲットプラント

KOS-MT型
剥線機

金属リサイクル特集 2019

7月1日は「鉄スクラップの日」資源循環型社会の発展を支える有力企業

―
―
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業

界
に
お
け
る
2
0
1
9
年

上
期
総
括
を
。

「
市
況
は
1
月
上
旬
の

値
下
が
り
以
後
、
2
月
中

旬
か
ら
値
上
げ
に
転
じ

た
。
こ
の
時
期
は
国
内
電

炉
メ
ー
カ
ー
の
生
産
が
好

調
だ
っ
た
た
め
、
当
面
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
も
堅

調
推
移
を
見
込
ん
で
い

た
。
し
ば
ら
く
�
国
内
高

・
海
外
安
�
の
展
開
が
続

い
て
い
た
も
の
の
、
海
外

市
況
が
反
落
し
た
こ
と
で

環
境
は
一
変
。
3
月
末
―

4
月
初
旬
か
ら
、
国
内
外

の
価
格
差
修
正
的
な
意
味

合
い
で
の
値
下
げ
が
始
ま

っ
た
。
5
月
に
は
一
服
感

を
覚
え
た
も
の
の
、
6
月

以
降
も
断
続
的
な
値
下
げ

環
境
は
継
続
し
て
い
る
。

好
調
だ
っ
た
国
内
電
炉
メ

ー
カ
ー
の
生
産
も
3
―
5

月
の
3
カ
月
連
続
で
前
年

同
月
実
績
を
下
回
っ
た
。

6
月
も
減
産
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
市
況
の
反
発
な
い
し
下

げ
止
ま
り
と
な
る
よ
う
な

要
因
と
は
な
っ
て
い
な
い

現
状
だ
」

―
―
下
期
展
望
は
。

「
3
月
以
降
、
電
炉
メ

ー
カ
ー
は
減
産
状
況
と
な

っ
て
い
る
が
、
遅
く
と
も

建
材
製
品
需
要
の
回
復
が

見
込
ま
れ
る
秋
口
に
は
是

正
さ
れ
る
と
考
え
る
。
と

は
い
え
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市

況
に
関
し
て
は
、
米
中
貿

易
戦
争
に
端
を
発
す
る
世

界
経
済
の
不
透
明
感
が
続

く
限
り
、
具
体
的
展
望
を

語
る
こ
と
は
困
難
と
い
え

る
。
製
品
な
ど
の
国
際
的

な
下
落
基
調
が
続
け
ば
、

海
外
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況

も
そ
れ
に
呼
応
し
て
下
落

す
る
だ
ろ
う
。
国
内
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
市
況
は
、
国
内

の
需
給
環
境
よ
り
も
こ
う

し
た
外
部
要
因
の
影
響
を

強
く
受
け
る
と
想
定
さ
れ

る
」―

―
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
品

質
低
下
問
題
が
顕
在
化
し

て
久
し
い
。

「
鉄
そ
の
も
の
の
性
質

に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
従

来
の
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
需
給
双
方
と
も
に
、
品

質
に
は
あ
る
意
味�
寛
容
�

で
あ
っ
た
。
需
要
側
で
は

カ
ス
ケ
ー
ド
で
回
し
た
り

希
釈
し
た
り
す
る
な
ど
で

原
料
の
品
質
劣
化
を
防
い

で
き
た
。
供
給
側
で
は
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
加
工
や
事
前

材
料
段
階
で
の
加
工
な
ど

で
品
質
を
維
持
し
て
き

た
」「

し
か
し
雑
品
取
引
と

い
う
新
分
野
が
発
生
突
如

と
し
て
消
滅
し
た
こ
と

で
、
現
状
の
市
場
は
混
乱

に
陥
っ
て
い
る
。
各
社
が

解
決
策
を
模
索
し
て
い
る

が
、
ま
ず
認
識
し
て
お
く

べ
き
こ
と
は
、
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
と
は
、
加
工
・
選
別

を
行
っ
て
品
位
別
に
価
格

差
を
付
け
て
い
る
以
上
、

�
製
品
�
と
し
て
需
要
家

に
販
売
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て

そ
の
母
材
の
購
入
・
選
別

・
加
工
に
お
い
て
も
、
製

品
製
造
の
工
程
と
し
て
の

品
質
管
理
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
、
仕
入
先

を
含
め
た
業
界
全
体
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
問
題
解

決
へ
の
糸
口
だ
と
考
え

る
。
一
方
で
、�
製
品
�
を

納
入
す
る
か
ら
に
は
、
世

間
の
常
識
を
超
え
る
待
機

時
間
は
問
題
だ
し
、
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
格
付
に
つ
い

て
も
よ
り
確
か
な
透
明
性

が
必
要
だ
ろ
う
」

―
―
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業

界
で
商
社
が
果
た
す
役
割

は
。「

一
言
で
い
え
ば
『
出

口
の
提
案
』
で
あ
る
。�
製

品
�
と
し
て
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
品
質
向
上
の
た
め

に
は
、
不
純
物
と
し
て
の

鉄
以
外
の
マ
テ
リ
ア
ル
の

販
売
・
処
分
先
の
出
口
を

確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
、
そ
の
販
売
・
処
理
に

は
む
ろ
ん
経
済
性
が
担
保

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
商

社
は
グ
ル
ー
プ
を
通
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
動
脈
産
業
と

の
関
係
性
が
ひ
と
つ
の
強

み
で
あ
る
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
業
界
を
静
脈
産
業
と
す

る
な
ら
ば
、
商
社
は
そ
こ

に
動
脈
産
業
を
連
携
さ

せ
、
双
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

新
た
な
付
加
価
値
を
提
供

す
る
存
在
と
な
り
得
る
」

―
―
2
0
2
0
年
以
降

の
関
東
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
環

境
を
ど
う
み
て
い
る
か
。

「
ま
ず
、
関
東
地
区
の

建
材
製
品
需
要
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
対
応
で
中
断
さ
れ

て
い
た
新
規
案
件
や
再
開

発
事
業
な
ど
の
多
く
の
具

体
的
計
画
が
見
え
て
お

り
、環
境
に
不
安
は
な
い
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
要
も
、

一
定
の
レ
ベ
ル
が
維
持
さ

れ
る
だ
ろ
う
」

「
他
方
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
品
質
低
下
問
題
は
、
返

品
な
ど
の
水
際
対
策
だ
け

で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
レ
ベ

ル
に
あ
り
、
2
0
2
0
年

以
降
、
遠
く
な
い
未
来
に

品
質
管
理
の
新
た
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
が
確
立
さ
れ
る

と
考
え
る
。
同
時
に
、
競

争
力
あ
る
選
別
能
力
と
、

鉄
を
含
め
た
多
種
多
様
な

マ
テ
リ
ア
ル
の
販
売
・
処

分
能
力
の
装
備
が
急
務
と

捉
え
て
い
る
」

（
松
井

健
人
）

―
―
2
0
1
9
年
上
期

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
振
り
返
っ
て
。

「
昨
年
10
月
末
以
降
の

下
げ
基
調
を
引
き
継
い

で
、
年
初
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
価
格
は
3
年
ぶ
り
に
下

落
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

国
内
で
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

需
要
自
体
は
堅
調
だ
っ
た

も
の
の
、
米
中
貿
易
摩
擦

や
Ｅ
Ｕ
の
関
税
問
題
な
ど

を
背
景
に
、
世
界
的
に
鋼

材
価
格
が
下
落
し
た
た
め

だ
。
そ
の
下
落
基
調
に
歯

止
め
を
か
け
た
の
は
、
伯

・
ヴ
ァ
ー
レ
の
鉱
山
ダ
ム

決
壊
事
故
を
受
け
て
鉄
鉱

石
の
ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
急

騰
し
た
影
響
が
大
き
い
。

鉄
鉱
石
価
格
は
年
初
の
約

72
米
㌦
か
ら
2
月
初
め
に

は
約
86
米
㌦
に
急
騰
し
、

ト
ル
コ
な
ど
の
海
外
需
要

家
が
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
調
達

を
進
め
た
こ
と
か
ら
世
界

的
に
底
入
れ
ム
ー
ド
が
広

が
っ
た
。
ま
た
、
国
内
で

は
自
動
車
や
産
業
機
械
の

ほ
か
、
土
木
・
建
築
関
連

の
鋼
材
需
要
が
堅
調
で
、

電
炉
生
産
が
高
水
準
で
推

移
し
た
こ
と
も
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
価
格
を
押
し
上
げ

た
。
3
月
末
に
は
年
初
比

約
6
0
0
0
円
値
上
が
り

す
る
な
ど
相
場
は
大
き
く

持
ち
直
し
、
1
―
3
月
期

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
需
要
、
価
格
と
も

総
じ
て
堅
調
だ
っ
た
」

「
し
か
し
な
が
ら
、
4

月
以
降
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

市
況
は
再
び
下
落
基
調
に

転
じ
て
、
6
月
に
入
っ
て

も
相
場
下
落
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
。
海
外

市
場
で
鋼
材
需
要
が
鈍
化

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

国
内
で
は
高
力
ボ
ル
ト
な

ど
の
資
材
不
足
に
よ
る
建

設
案
件
の
工
期
遅
れ
で
鋼

材
の
荷
動
き
が
停
滞
し
て

い
る
上
、
中
国
や
韓
国
か

ら
輸
入
材
も
増
え
て
い
る

こ
と
も
要
因
に
な
っ
て
い

る
。
価
格
は
3
月
末
比
で

約
7
0
0
0
円
（
6
月
26

日
時
点
）
も
の
大
き
な
下

落
と
な
る
な
ど
、
4
―
6

月
期
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
急
速
に
冷
え

込
ん
だ
。
取
り
巻
く
環
境

は
不
安
定
な
動
き
が
続
い

て
お
り
、
先
行
き
警
戒
感

は
強
い
」

―
―
足
元
は
品
質
問
題

や
ダ
ス
ト
処
理
な
ど
立
て

続
け
に
大
き
な
課
題
が
出

て
い
る
。
工
業
界
全
体
の

取
り
組
み
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
。

「
品
質
・
ダ
ス
ト
問
題

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
雑

品
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
中
国
の
輸
入
禁
止
以

降
、
一
部
が
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
に
向
け
ら
れ
て
い
る

が
、
基
本
的
に
は
国
内
で

の
処
理
の
増
加
に
向
け
た

仕
組
み
づ
く
り
が
大
き
な

課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
品

質
対
策
に
つ
い
て
は
、
全

国
規
模
で
の
現
状
把
握
・

対
策
立
案
の
た
め
、
工
業

会
の
本
部
に
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
方
針
だ
」

「
こ
の
問
題
に
限
ら
な

い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

で
、
業
界
内
だ
け
で
は
な

く
、
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

問
題
解
決
の
方
向
性
を
模

索
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
の

た
め
、
工
業
会
と
し
て
は

昨
年
9
月
に
普
通
鋼
電
炉

工
業
会
と
1
回
目
の
協
議

会
を
持
っ
た
ほ
か
、
経
済

産
業
省
や
環
境
省
と
の
各

種
会
合
で
意
見
交
換
も
進

め
て
き
た
が
、
今
後
も
伊

藤
弘
之
新
会
長
の
も
と
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

―
―
業
界
の
活
性
化
に

向
け
て
、
若
手
世
代
の
人

材
育
成
も
進
め
て
い
く

「
今
年
6
月
に
開
催
さ

れ
た
当
工
業
会
の
総
会
・

全
国
大
会
の
前
日
に
『
全

国
青
年
大
会
議
』
が
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
約
2
0

0
人
と
当
初
の
集
客
目
標

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
こ

れ
は
、
交
流
や
意
見
交
換

を
し
た
い
と
い
う
潜
在
ニ

ー
ズ
が
あ
っ
た
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
鉄

リ
サ
イ
ク
ル
業
界
を
担
う

世
代
同
士
の
仲
間
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

な
ら
、
幸
い
だ
」

―
―
そ
の
全
国
大
会
は

関
西
支
部
主
管
で
大
盛
況

だ
っ
た
。

「
テ
ー
マ
に
『
新
時
代
』

を
掲
げ
る
と
も
に
、
参
加

者
が
課
題
認
識
を
共
有

し
、
情
報
を
交
換
し
、
親

睦
も
深
め
る
と
い
う
全
国

大
会
本
来
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
前
日
午

後
に
は
「
国
際
鉄
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、夕
方

に
は
若
手
世
代
初
の
全
国

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
全
国

青
年
大
会
議
」
が
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
た
が
、
こ
う
し

た
企
画
に
参
加
し
た
全
国

の
若
手
が
そ
の
ま
ま
全
国

大
会
に
も
参
加
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
が
交

流
・
親
睦
を
深
め
ら
れ
た

と
感
じ
て
お
り
、
3
つ
の

イ
ベ
ン
ト
の
相
乗
効
果
は

非
常
に
大
き
か
っ
た
」

―
―
関
西
地
区
で
は
全

国
に
先
駆
け
て
、
若
手
世

代
の
活
動
が
盛
ん
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
次
世
代

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

「
本
音
で
語
り
合
え
る

仲
間
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
、
関
西
支

部
の
青
年
交
流
会
の
会
則

を
緩
和
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
会
員
数
30
人
を
基
本
と

し
て
い
た
が
、
今
後
は
上

限
を
定
め
な
い
こ
と
と

し
、
ま
た
原
則
35
歳
以
下

だ
っ
た
年
齢
制
限
も
原
則

40
歳
以
下
と
緩
和
し
た
上

で
、
40
歳
直
前
で
入
会
し

た
会
員
は
45
歳
ま
で
会
員

資
格
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
緩
和
に
よ

っ
て
、
比
較
的
長
期
間
に

わ
た
り
大
勢
で
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
業
界
の『
新
時
代
』

を
切
り
開
い
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
」

（
早
間

大
吾
）

日本鉄リサイクル工業会
副会長インタビュー

田中訓朗氏
（エムエム建材専務）

製
造
工
程
と
し
て「
品
質
管
理
」

業
界
浸
透
が
解
決
の
糸
口

（シマブンコーポーレーション社長）

木谷謙介氏

雑
品
、国
内
で
仕
組
み
づ
く
り
を

兼関西支部長

品

質

ダ
ス
ト
問
題

特
別
委
員
会
を
設
置


